
明治34年の創業以来、総合塗料メーカーとして事業を拡大している神東塗料株式会社。同社では、情報を多角
的に分析し企業の競争力を高めるため、営業部門をはじめとする現場が使いやすいデータ集計・分析基盤を構
築した。分析基盤の構築により、全社的な情報活用機運の向上に加え、データの抽出・集計業務にかかわるスピー
ドが向上し、負担も大幅に軽減されている。

25年ぶりのホスト基幹システム刷新に伴いBIツールを導入
600種類の紙資料をなくし、データ活用基盤を構築

神東塗料株式会社 事例紹介

大量の帳票作成とデータの加工が
システム部門にとって大きな負担に

神東塗料株式会社（以下、神東塗料）は、各種工
業用から建築用、道路用、さらには防食用まで多
様な製品を手掛け、特に環境対応型塗料の分野で
は「水の神東」と呼ばれる水系塗料の開発力を武
器に、業界をけん引してきた。近年はメーカーの
現地生産ニーズに応えるべく海外展開にも注力
し、順調に事業を伸ばしている。従来からあるタ
イ、台湾などの拠点に続いて、2014年秋にはイン
ドネシア工場が完成する予定だ。
同社では、かねてからデータ活用に精力的に取

り組んできた。具体的には営業の売上情報や生産
情報など、システム部門が約600種類の紙ベース
の帳票を作成して全社配布。また、Excelファイ
ルで営業スタッフへのデータ提供も実施してきた。
しかし、大量の帳票作成に必要なシステム部
門の労力は決して小さくない。また、社員の要望
に応えるうちにExcelファイル数も増加し、デー
タ提供のコントロールが困難な状況となった。

企画・経理室（情報システム）課長の津田 政治
氏は、「従来使っていた独自の集計ツールは、シ
ステム部門以外のスタッフがデータ集計や加工
を行うのが困難でした。そのため、データ提供に
あたり我々の介在が必須となり、その結果、デー
タのスピーディな提供が困難で、我々も作業に
追われていたのです」と打ち明ける。

基幹業務「MC Frame」の親和性の高さや
使い勝手などを高く評価し
Dr.Sum EAを採用

状況を打開する契機となったのが、2009年か
ら開始された基幹システムの刷新プロジェクトで
ある。25年前に構築された基幹システムを、業務
変革に対応し競争力に打ち勝つシステム、さらに
業務の停止を防いで継続的な安定運用を可能と
するシステムの構築を目指した。基幹システム刷
新プロジェクトを推進する中で、調査の上パッケー
ジソフトを選定する方針を固め、10社以上の製品
の中から採用されたのが、生産管理・原価管理ア
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「データ活用の際は、システム部門が基幹シ
ステムからデータを抽出し、約600種類の
紙ベースの帳票を作成して全社配布して
いました。データ集計に時間がかかり、シ
ステム部門の労力もかかっていました」

Dr.Sum E A導入後の驚きの声!

Before After
「Dr.Sum EAにより、営業や物流の現場で簡単に集計
が行える環境が整いました。2013年度における定義
の雛形ファイル数は60にのぼり、Dr.Sum EAでの総
集計回数も7万回に達しています。営業部門において
は、予実管理の必須ツールとなっています」

採用の背景
● 大量データの集計コントロールが難しくなり、
システム部門に大きな負荷がかかっていた

● 必要なデータをスピーディに取り出せず、確認
が素早く実施できなかった

導入ポイント
● 現場のスタッフが容易に使える使い易さ
● ERPパッケージソフトとの親和性の高さ

導入効果
● 営業部門の予実管理、在庫管理の徹底、検査部門のデータ
確認など、集計・分析作業の多様化・多角化

● 集計の短期化、およびシステム部門の作業負荷軽減
● 同一の社内データを基にした意思疎通の円滑化

設立    :昭和8年4月17日（創業明治34年）
所在地    :兵庫県尼崎市南塚口町 

    六丁目10番73号
主な事業内容:塗料の製造・販売および化成品の 

     受託生産
URL   :http://www.shintopaint.co.jp/



［ 本 社 ］TEL：03-5962-7300（代）［ 大 阪 ］TEL：06-6225-7481 ［ 名古屋 ］TEL：052-562-5300 ［ 福 岡 ］TEL：092-292-1092
［ 仙 台 ］TEL：022-217-8081　　  ［ 札 幌 ］TEL：011-708-8123 ［  新 潟  ］TEL：025-241-3108 ［ 広 島 ］TEL：082-535-5291

www.wingarc.com

CSD015D1804本リーフレットに掲載した会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。掲載内容は2014年10月現在のものです。

事 例 紹 介

企画・経理室（情報システム） 課長の窪田 雅
明氏は、「新分析システムの利用を促すために、
簡易マニュアルを使った社内講習を繰り返し実
施しました。また、従来利用頻度の高かった帳
票に似せた集計形式になるように、ビューや集
計定義を作成し稼働に備えました」と振り返る。
確実な計画とステップを踏み、Dr.Sum EA
を活用した集計・分析システムの利用は稼働直
後から軌道に乗っている。営業部門に加えて生
産部門や物流部門、検査部門などにも利用は広
がり、2013年度における総集計回数は7万回、
定義の雛形ファイル数も60に達するほどだ。
神東塗料の情報活用機運は着実に高められて

いる。窪田氏は、その効果を次のように語る。
「検査部門では、各種製品の検査データを製造
ロットごとに管理し、各検査項目の値の推移を
見ています。以前は、データの管理部署へ問い合
わせていたため時間を要していましたが、現在
はタイムリーに検査データが取り出せるため、次
へのアクションが早く取れるようになりました」
また、営業部門のスタッフにとっては、予算と
実績を確認する「予実管理」の必須ツールとなっ
ている。また、煩雑な作業が必要だった倉庫に
おける在庫管理の徹底にも活用されるなど、業
務効率化に直結する新たな使い方も行われ始
めた。
「紙ベースの帳票より各種集計作業を短期化
でき、よりきめ細かな意思決定に貢献していま
す。そのためのデータ提供に我々の手が煩わさ
れることは今ではありません」（窪田氏）

プリケーション「MCFrame」（開発元：東洋ビジ
ネスエンジニアリング株式会社）だ。予算管理な
どのデータも含めた集計・分析には、「MCFrame」
と親和性が高い「Dr.Sum EA」を採用した。
津田氏が採用の決め手に挙げるのが、「ユー

ザー部門での使い易さ」「処理の高速さ」「導入コ
スト」の3点である。
「現場レベルで誰もが社内データを扱えるBI
ツールとして、Dr.Sum EAのことは知ってい
ました。その上で、システム刷新プロジェクトの
パートナーである株式会社日立ソリューション
ズから提案を受け、マスターデータとトランザ
クションデータを一つのデータとして扱え、分か
りやすいインターフェイスで的確なデータ抽出
が可能な点を評価したのです」（津田氏）
神東塗料では2010年4月にDr.Sum EAの採

用を正式決定。2010年12月から導入に着手し、
約4ヶ月後の2011年4月から本番稼働を開始し
た。新分析システムでは、受注や出荷、売上請求
などの販売管理データや、生産管理データ、原価
管理データが夜間バッチによりMCFrameから
日次でDr.Sum EAサーバーに取り込まれてい
る。その件数は売り上げと仕入れに限っても月
あたり数万に上るという。

2013年度の全社での
集計回数は7万回に到達

神東塗料では、分析システムの早期の利用拡
大に向け、社内での利用定着に配慮した。

タブレット端末との連携など、
さらに深掘りできるデータ活用を指向

一方で、Dr.Sum EAの副次的な効果といえ
るのが、社内でのデータの透明性が高められた
ことだ。役職によるアクセス制限はあるものの、
全国に展開する拠点や販売会社のデータは基本
的に全社員に公開されている。
「以前は、違う部門や地域のデータを一社員が
把握することは困難でしたが、例えば営業部門
がお客様からのクレームに対して製品の検査
データを取得し確認する、といったことも可能
になりました。同一の社内データを基にした意
思疎通の円滑化も実現しています」（窪田氏）
「これまでは、紙ベースで行ってきたことを誰
もがDr.Sum EAで確実にできるようにするこ
とに注力してきました。今後は次のステップと
して、営業部門のタブレット端末との連携など
深掘りできるデータ活用や、あまりデータ活用
が進んでいない生産部門などでの活用に力を入
れる予定です」（津田氏）
システム刷新を機に、データ分析基盤の礎を
実現した神東塗料。今後もタブレット導入など
により、現場のデータ活用を進めていく予定だ。

神東塗料株式会社

Dr.Sum EA
大容量のデータを部署間や会社規模で集計分
析するための多次元高速集計検索エンジン。
集計・検索、レポーティング、データ統合・更新
などの機能を、目的に合わせて優れたコストパ
フォーマンスを実現する。

Dr.Sum EA Datalizer for Excel
Dr.Sum EAからの集計データをビジネスシー
ンで使い慣れたExcel上で集計することが可
能。利用者の目的に応じて、自由な集計からレ
ポート作成、さらに高度なOLAP分析まで幅広
く対応できる。

Dr.Sum EA DataLoader
追加・更新情報を高速でインポートする「アップ
デートローダー機能」と追加・変更・削除された
情報を一定タイミングごとに読み込む「RDB同
時更新機能」で、 対象のデータソースから合理的
にデータをインポート。
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EDIシステム
（受注・在庫確認）

販売管理

既存パッケージ BIツール 販社システム

原価管理

生産管理

ラベルシステム
（製品ラベル作成）

外部倉庫システム

一般会計 データ活用

原価計算（予算・実績）

原価計算（標準・実際）

棚卸資産管理

損益計算
生産計画
外注管理

製造管理
購買管理

受注管理
売上管理

出荷管理
請求入金

品質管理
在庫管理

受注管理 出荷管理

購買管理 在庫管理

売上管理 請求入金

電子帳票
・営業情報
・製造実績
・購買実績

人事・給与

荷札送り状
（運送業者用）

SDS

外部インターフェイス

MCFrame

MCFrame


